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足立区基本計画審議会 会議概要 

会 議 名 足立区基本計画審議会 第１回全体会 

事 務 局 政策経営部 基本計画担当課 

開催 年月日 令和５年８月３１日（木） 

開 催 時 間 午後１時００分 ～ 午後３時００分 

開 催 場 所 足立区役所 南館８階 特別会議室 

出 席 者 

【委員】 

宮本 みち子 会長 石阪 督規 副会長 市村 智 委員 

遠藤 章 委員 笠井 健 委員 片野 和惠 委員 

加藤 和明 委員 國井 幹雄 委員 山下 俊樹 委員 

山下 友美 委員 渡部 郁子 委員 秋山 知子 委員 

小栁 真太 委員 岡安 たかし 委員 ぬかが 和子 委員 

野沢 てつや 委員 渡辺 ひであき 委員 大山 日出夫 委員 

長谷川 勝美 委員   

【事務局】 

政策経営担当部長 

勝田 実 

基本計画担当課長 

伊東 貴志 

基本計画担当係長 

山﨑 悠生 

政策経営担当係長 

芳賀 優美子 

政策経営担当係長 

鈴木 力 

政策経営担当係長 

古田 信幸 

株式会社 地域計画連合 

相羽 

株式会社 地域計画連合 

大久保 

株式会社 地域計画連合 

柳坪 

欠 席 者 なし 
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会 議 次 第 
第一部 

１ 足立区基本計画審議会委員委嘱 

２ 足立区基本計画審議会 会長・副会長選出 

３ 諮問 

４ 区長挨拶 

第二部 

１ 委員自己紹介 

２ 新たな基本計画の策定と審議内容（案）について 

３ 足立区基本計画審議会の運営について 

（１）足立区基本計画審議会条例及び足立区基本計画審議会条例施行規則につ

いて 

（２）分科会の設置及び委員構成について 

４ 審議会及び分科会のスケジュールについて 

５ 現行計画の総括評価について 

６ 足立区基本計画策定のための検討素材について 

７ 「安心と活力」の事業について 

８ 意見交換（区の現状・課題等） 

９ 事務連絡 

 

資 料 

・ 【資料１】足立区基本計画審議会に関する説明資料 

・ 【資料２】足立区自治基本条例 

・ 【資料３】足立区基本計画審議会条例 

・ 【資料４】足立区基本計画審議会条例施行規則 

・ 【資料５】足立区基本計画審議会委員名簿及び分科会委員名簿（案） 

・ 【資料６】足立区基本計画総括評価書 

・ 【資料７】足立区基本計画策定のための検討素材【概要版】 

・ 【資料８】足立区基本計画策定のための検討素材 

・ 【資料９】「安心と活力」の事業に関する資料 

・ 足立区基本構想（平成 28年 10 月策定）  

・ 足立区基本計画（平成 29 年度～令和 6 年度） 

・ ワークシート（区の課題として感じていること、区の関心ある取組み） 

・ 事前質問への回答 

そ の 他 

傍聴人：有・無（  人） 

 その他参加者：有・無（     ） 
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（審議経過） 

第一部 

１ 足立区基本計画審議会委員委嘱 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは定刻を過ぎましたので始めさせてい

ただきます。大変長らくお待たせいたしまし

た。ただいまより、第１回足立区基本計画審議

会を開催させていただきます。本日はお忙しい

ところ、ご出席賜りまして、誠にありがとうご

ざいます。私は、政策経営部基本計画担当課の

伊東と申します。よろしくお願いいたします。    

本日は、第一部、第二部の構成となっており

ますが、第一部の司会進行を務めさせていただ

きます。よろしくお願いいたします。 

最初に、本審議会は、足立区基本計画審議会

条例第８条により、会議を公開とさせていただ

いております。会議録についてもホームページ

などで公開させていただきますことをご了解願

います。 

また、会議記録については正確に記録するた

め、録音をさせていただいております。また、

広報やホームページ等に掲載するため、写真撮

影も行わせていただくことがございますのでそ

の点もご了承ください。 

それでは、本日の次第に沿って進めさせてい

ただきます。最初に委嘱式を行いたいと思いま

す。本来であれば、委員の皆様お一人お一人に

委嘱状をお渡しするところではございますが、

本日は代表して民生・児童委員協議会会長であ

る市村委員に区長から委嘱状をお渡しいたしま

す。なお、代表以外の方は席上へ委嘱状を配付

させていただきますので、ご理解の程よろしく

お願いいたします。まずここで委員の皆様のお

名前を読み上げさせていただきます。委員名簿

はお手元に資料５と書かれたものがございます

ので、そちらをご覧ください。 

最初に学識委員２名の方です。石阪督規様。

宮本みち子様。続いて区内関係団体の委員の

方々です。９名いらっしゃいます。市村智様。 

（市村委員） 

民生・児童委員協議会の会長を務めておりま

す市村です。よろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

東京商工会議所足立支部副会長、遠藤章様。 

（遠藤委員） 

遠藤です。よろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区立中学校ＰＴＡ連合会会計監査、笠井

健様。 

（笠井委員） 

中学校ＰＴＡ連合会の笠井と申します。よろ

しくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区女性団体連合会会長、片野和惠様。 

（片野委員） 

片野と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区町会・自治会連合会会長代行、加藤和

明様。 

（加藤委員） 

加藤です。よろしくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

竹の塚防犯協会会長、國井幹雄様。 

（國井委員） 

竹の塚防犯協会の会長をしております國井で

す。どうぞよろしくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区医師会副会長、山下俊樹様。 

（山下俊樹委員） 

山下です。よろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区立小学校ＰＴＡ連合会副会長、山下友

美様。 

（山下友美委員） 

山下です。よろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区障害者団体連合会役員、渡部郁子様。 

（渡部委員） 

渡部と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

（伊東基本計画担当課長） 

続きまして、公募委員のお二人の方をご紹介

します。秋山知子様。 

（秋山委員） 

秋山知子と申します。よろしくお願いいたし

様式第２号（第３条関係） 
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ます。 

（伊東基本計画担当課長） 

小栁真太様。 

（小栁委員） 

小栁真太です。よろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

足立区区議会議員の方々４名をご紹介しま

す。岡安たかし様。 

（岡安委員） 

岡安と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

（伊東基本計画担当課長） 

ぬかが和子様。 

（ぬかが委員） 

ぬかがです。よろしくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

野沢てつや様につきましては、この後遅れて

いらっしゃる連絡を受けております。渡辺ひで

あき委員についても遅れていらっしゃることを

うかがっています。続いて区の職員です。長谷

川勝美副区長です。 

（長谷川委員） 

長谷川です。どうぞよろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

もう一人、教育長の大山日出夫ですが、本日

は欠席となります。それでは、委員を代表して

近藤区長から市村委員に委嘱状をお渡ししま

す。 

（近藤区長） 

委嘱状、市村智様、足立区基本計画審議会委

員を委嘱いたします。令和５年８月３１日、足

立区長、近藤やよい。どうぞよろしくお願いい

たします。 

（市村委員） 

よろしくお願いいたします。 

 

２ 足立区基本計画審議会 会長・副会長選出 

（伊東基本計画担当課長） 

ありがとうございました。続きまして、本審

議会の会長及び副会長の選出についてです。皆

様のお手元にございます資料３、足立区基本計

画審議会条例第５条では、審議会に会長及び副

会長を置き、委員の互選によって定めるとして

います。まず会長の選出から行いたいと思いま

す。会長の選出についてはいかがいたしましょ

うか。 

（市村委員） 

宮本さんにお願いをしたいと思いますがいか

がでしょうか。 

（異議なし） 

（伊東基本計画担当課長） 

ただいま学識委員である宮本氏とのお声があ

りました。宮本委員は、放送大学客員教授・名

誉教授、千葉大学名誉教授で、社会学者でいら

っしゃいます。生活困窮者の問題や、貧困問

題・若年者問題を長らく手がけていらっしゃい

ます。また、足立区では、孤立ゼロプロジェク

ト推進連絡会の学識委員を第１回から務めてい

らっしゃいます。 

それでは、宮本会長ということでよろしいで

すね。よろしくお願いします。 

それでは、続きまして、副会長の選出に移り

たいと思います。いかがいたしましょうか。 

（市村委員） 

石阪さんにお願いしたいと思いますがいかが

でしょうか。 

（異議なし） 

（伊東基本計画担当課長） 

ただいま、学識者委員である石阪先生のお声

がございました。石阪委員は、埼玉大学キャリ

アセンター長・教授で、社会学者であり、足立

区では現在の基本構想策定の際に足立区基本構

想審議会にご参画いただき、その他にも区民評

価委員会の会長、男女共同参画推進委員会の委

員長などを務めていらっしゃいます。 

それでは、副会長については石阪委員にお願

いしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

それでは、会長・副会長の就任にあたり、宮

本会長・石阪副会長から一言ずついただきたい

と思います。宮本会長、よろしくお願いいたし

ます。 

（宮本会長） 

ただいまご指名をいただきました宮本でござ

います。足立区に関しては、１０年前から孤立

ゼロプロジェクトのスタートから参加させてい
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ただきまして、１０年間で素晴らしい成果を上

げてきたことに大変感銘を受けております。そ

れから、子どもの貧困対策も足立区で全国に先

駆けてスタートすることに、初期の頃にかかわ

らせていただいたこともありまして、千葉市に

住んでおりますが、足立区に大変親しみを感じ

ているところでございます。こういう形で仕事

をさせていただくことを、大変光栄に思ってお

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

ありがとうございます。それでは石阪副会

長、よろしくお願いします。 

（石阪副会長） 

皆さんこんにちは。石阪と申します。現在埼

玉大学におりますが、２０１２年に私、東京未

来大学に来た時に、足立区と初めてこういう形

でいろいろとお仕事をさせてもらっています

が、１０年以上経ちました。そういった中で私

が現在務めている、例えば男女共同参画の分野

では、多様性の尊重という視点から様々な改

革、制度を足立区が立ち上げられましたし、宮

本会長がおっしゃった貧困問題であったり、あ

るいはまちづくり、あるいは大学の立地もこの

間進みました。こういった中で足立区の１０年

は大きく変化をしています。私が基本構想の策

定にかかわった時からも足立区は大きく変わっ

ていて、今回基本計画、これを見直していくと

いうことですから、ぜひ皆さん、いろいろとご

議論をいただいて、足立区がより良い足立区。

今よりも幸せな足立区。これを目指してご意見

をいただければと思います。コーディネートを

させていただきたいと思いますのでよろしくお

願いいたします。 

 

３ 諮問 

（伊東基本計画担当課長） 

ありがとうございます。続きまして、区長よ

り新たな基本計画に関する諮問をいたします。

宮本会長、近藤区長、よろしくお願いいたしま

す。 

（近藤区長） 

諮問、足立区基本計画を策定するにあたり、

下記の事項について諮問します。１、新たな足

立区基本計画について。令和５年８月３１日、

足立区基本計画審議会会長様。足立区区長、近

藤やよい。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４ 区長挨拶 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは、近藤区長よりご挨拶をお願いいた

します。 

（近藤区長） 

お暑い中本日はご出席をいただいて、誠にあ

りがとうございます。現行の基本計画が令和７

年の３月で満了となることをもちまして、新た

に今回皆様方に計画の策定をお願いすることに

なりました。現行の計画は平成２９年に策定を

いたしましたが、この間に当初は想像も付かな

かったコロナ禍というものが入っておりますの

で、この間、普通の通年の計画の策定とはまた

違ったドラスティックな変化があったと考えて

おります。まちの変化というのは見た目で分か

るわけですが、このコロナによって痛め付けら

れた区民の生活の影響というものはなかなか目

に見えるものと、そうでないものがございま

す。例えば、町会・自治会の加入率なども５

０％を切っているような非常に厳しいところも

あるということ。そしてまたお子さんの健康や

体力についても、かなりコロナの前と後では違

いが出てきているということも含めまして、

様々な影響を捉えて、そうしたものを今のうち

に払拭しておく必要があるのではないかという

ことが一つ。そしてまた今回皆様方に策定して

いただく期間の満了時には、足立区の区政が１

００周年を迎えるという大きな節目でもござい

ます。１００周年に向かって、１００歳になっ

た時に足立区はどのような形で、１００年を祝

うのかという形を見える化していく、具現化し

ていく一つのツールが今回の計画にあると考え

ておりますので、ぜひそれぞれのお立場で十分

なご経験をお積みの方々ばかりですので、忌憚

のない意見交換をしていただきまして、今回の

基本計画の策定にお力をいただきますようによ

ろしくお願い申し上げます。 

こうした大きな計画、ご承知の通り、足立区

の全ての計画の頂点に位置する計画でございま
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すので、ともすれば何かこうどの区でも同じよ

うになりがちな部分もあるかもしれませんが、

ここぞ足立というような、少しとんがったよう

な、足立区らしさがあふれる基本計画になれば

ありがたいなと思っております。ただ、そうは

言いましても、今日を入れて全体会が４回。二

つに分けた分科会も５回ということで、それぞ

れの皆様方には９回ご負担をお掛けするような

ことになって、大変申し訳ないと思いますが、

この計画通りに足立区が進んでいくわけですの

で、この計画の善し悪しが未来の足立区、明日

の足立区を決めていくというふうにも言えるわ

けでございます。重ねて皆様方のご尽力を心か

らお願い申し上げまして、ご挨拶といたしま

す。高いところから大変失礼いたしました。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは、これにて第一部を終了いたしま

す。なお、近藤区長はこの後他の公務がござい

ますので、申し訳ございませんがここで退席と

させていただきます。 

（近藤区長） 

よろしくお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは、宮本委員が会長に選任されました

ので、席の移動をお願いいたします。 

 

第二部 

１ 委員自己紹介 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは、ここから第２部を始めさせていた

だければと思います。改めて本日の配付資料を

確認させていただければと思います。先ほど第

一部で使いましたが、改めて確認でございま

す。 

まず資料１は、基本計画審議会に関する説明

資料です。資料２は、足立区自治基本条例。資

料３は、足立区基本計画審議会条例。資料４

は、足立区基本計画審議会条例施行規則。資料

５は、足立区基本計画審議会委員名簿、及び分

科会委員名簿（案）。資料６は、足立区基本計

画総括評価書。資料７は、足立区基本計画策定

のための検討素材の概要版。資料８は、足立区

基本計画策定のための検討素材。資料９は、安

心と活力の事業に関する資料になります。ま

た、本日の席上配付資料として、委嘱状、席次

表、資料８、足立区基本計画策定のための検討

素材の訂正内容、事前ワークシート意見一覧、

意見提出用紙。そして現在の足立区基本計画、

足立区基本構想をご用意しています。資料等の

不足等はございませんでしょうか。 

続いて、席上のマイクの使い方のご案内で

す。ご発言をしていただく際は、大変お手数で

はございますが、お手元のマイクのボタンを押

していただき、マイクのランプが点灯しました

ら、最初にお名前をおっしゃってください。名

前は会議録記録の作成に必要なためでございま

す。ご発言が終わりましたら、再度ボタンを押

していただきますようお願いいたします。 

それでは、ここからは宮本会長に進行をお願い

いたします。 

（宮本会長） 

それでは、早速始めさせていただきます。会

長にさせていただきました宮本でございます。

まだ第１回目で不慣れなものですから、いろい

ろとバタバタするかもしれませんがお許しくだ

さい。では、次第に従って進めさせていただき

ます。 

本日は初回ということでございますので、委

員の自己紹介をお願いできればと思います。そ

の後意見交換が予定されておりますので、時間

を有効に使って意見交換ができればということ

で、自己紹介はお一人１分ということでです

ね。先ほども一度お話もいただいておりますの

で、それに付け加える形でご紹介をいただけれ

ばと思います。では会長からとなっていますの

で、宮本からご挨拶をさせていただきます。 

私、研究者でして、社会学をやっておりまし

たが、実はもう５年前に大学の方は全て退職を

しておりまして、今は全くフリーの立場でやっ

ております。どんなことをやっているかという

と、一つは今までに引き続いていろいろな研究

活動をやっております。それからもう一つは、

今年の４月にこども家庭庁がスタートしました

が、そのスタートまでの間の有識者会議等でこ

ども家庭庁をスタートさせるための仕事にかか
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わらせていただきました。それから内閣府の子

どもの貧困対策に関する有識者会議の座長もさ

せていただきましたが、その時にも足立区の取

り組みなどは、常に関心を持って学ばせていた

だいていたところでございます。あとはいくつ

かの全国のＮＰＯの仕事にかかわらせていただ

いておりまして、特に子どもや若者の問題につ

いてずっと扱ってきております。どうぞよろし

くお願いいたします。 

それでは、石阪副会長、お願いいたします。 

（石阪副会長） 

埼玉大学の石阪と申します。よろしくお願い

いたします。専門は地域創生論、地域社会学

で、全国のまちづくり等々やっています。宮本

先生とも若者支援とか、最近では男女共同参画

といったことも足立区でかかわらせていただい

ています。今回は分科会のコーディネートをさ

せていただくと思いますので、そちらの方で皆

さんの意見を出していただければと思います。

よろしくお願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは、区内の

関係団体委員ということで、市村委員、お願い

します。 

（市村委員） 

民生・児童委員協議会の会長を務めておりま

す市村と申します。民生・児童委員はどんな活

動をしているかと言いますと、子どもから高齢

者までの見守り。そして地域で困っている人の

相談相手になって、行政につないで解決をする

という、解決のためのつなぎ役のような活動を

現在もしております。今年は特に猛暑続きでし

て、高齢者の皆さんに熱中症対策、熱中症に気

を付けましょうという喚起の活動に力を入れて

やっているところでございます。どうかよろし

くお願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。では、遠藤委員、

お願いします。 

（遠藤委員） 

遠藤です。私は商工会議所からやってまいり

ました。東京商工会議所、それから日本商工会

議所の関係で、商工会議所足立支部という形で

やらせていただいています。どういうことかと

いうと、主に経済関係の話といったことになる

と思うのですが。大体東京商工会議所の会員が

８万５，０００件ぐらい。足立区は３，３００

件ぐらい。足立区の法人は３万ぐらいあります

ので、そのうちの１０分の１が会員という形に

なっています。私どもの問題は、経済の問題が

多いので、近々の問題がすごく多いんです。い

ますぐ、明日明後日すぐに解決しないと、どう

にもならないといった問題・課題がたくさんあ

ります。そういう問題が特に最近多くて、その

問題を解決しないと、都内の中小企業、あるい

は足立区の中小零細企業がだんだん倒産してい

くとか、廃業していくとか、そういう傾向に今

ありますので、そういった数字を出しながらご

説明申し上げたいと思っています。よろしくど

うぞお願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは笠井委

員、お願いします。 

（笠井委員） 

初めまして。よろしくお願いします。底辺の

区民のまさに意見として、現場の意見としてい

ろいろ意見を出していきたいなと思っていて。

私自身は中学校以外にも高校のＰＴＡの四役。

小学校も本部役員をし、自治会も役員をしてお

りまして、意外と底辺の生活を見続けて、支え

ている１人だと自分でも思っています。そこか

ら皆さんに対して、この会議に対していろいろ

良い意見が出せたらなと思っておりますのでよ

ろしくお願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。では片野委員、お

願いします。 

（片野委員） 

足立区女性団体連合会の片野です。女性団体

連合会としては、男女共同参画・ジェンダー平

等を訴えている団体ですが、私個人は子どもの

貧困問題や学習支援、一人親の支援などをやっ

ているＮＰＯを運営しております。やはり現場

の意見と言うか、現場を持っておりますので、

現場の意見をこういう計画の場にいかに出して

いけるのかが私の使命だと思っております。ど
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うぞよろしくお願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。では加藤委員、お

願いします。 

（加藤委員） 

町会・自治会連合会の会長代行を務めており

ます加藤です。単独の会長を２７年間務めさせ

ていただいております。足立区には町会・自治

会の数が４３８ありまして、そのうち連合会に

加入しているのが３８５ございます。問題にな

っている加入率ですが、かつては８０％。一番

多い時は８０％ありました。そして７０％、６

０％と下がってきまして、何とか５０％台を維

持しようということで、パンフレット・リーフ

レットをいろいろ作りましてですね。加入促進

を進めました。特に東日本大震災がありました

から、足立区には各学校を拠点として避難所の

運営会議がございます。こういった災害があっ

た時には大変だよということを加えまして、加

入の促進を進めている状況ですが、ここに書い

てある通り、残念ながら平成２５年が５８％。

それから令和５年に至っては４５．９２％で

す。ですから半分以上が加入していないという

ことになります。というのは、今まで入ってい

た方はそのまま入ってくださるのですが、新し

く転入された方、あるいはマンション系の方な

どがなかなか入ってくださらなくてこういった

現状になっています。また３年間のコロナ禍が

ありましたので、町会の事業はほとんどできま

せんでした。そのようなことからですね、加入

世帯の方から町会の顔が見えない、姿が見えな

いという声も聞こえています。そんなことで、

大変加入率が減少していること。そのことから

ですね、一番の目標です。連合会の目標は、加

入促進をうたってはいるのですが、なかなか弾

みが付かない状態です。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。では、國井委員、

お願いします。 

（國井委員） 

皆さん、こんにちは。私、竹の塚防犯協会の

会長をしております國井と申します。皆様方ご

存じの通り、足立区は４署警察がございます。

千住署と西新井署と綾瀬署と竹の塚署があっ

て、私は代表ということなのかよく分かりませ

んが、竹の塚防犯協会を通してやってきまし

た。私のモットーは、やはり特殊詐欺が撲滅で

きたらいいなと思っているところです。４署が

協力しながら頑張っていきたいと思っておりま

す。皆さん方のお役に立つかどうか分かりませ

んが、頑張っていきたいと思いますので、どう

ぞよろしくお願い申し上げます。 

（宮本会長） 

山下俊樹委員、お願いします。 

（山下俊樹委員） 

医師会副会長の山下と申します。よろしくお

願いします。医師会は医療・介護だけではな

く、予防接種や健康診断、それから学校医だと

か、災害医療であるとか、そういういろいろな

面で日頃から行政に協力してやっております。

とかく医師会と言うと、開業医の利益誘導団体

じゃないかと、いまだにそういうふうに捉えら

れている面も多分にあると思いますが、少なく

とも都市部においては、今医師会はそのような

性格はほとんどないと。特に足立区医師会はど

うしたら区民のためになるのかを、少なくとも

執行部・理事たちは常に考えています。だから

最近は、医師会に入ってもあまりメリットがな

いと、なかなか入ってくれない開業医も多い状

況になっています。それはそれで考えなければ

いけないなと思っています。今回私もそのよう

な考えでこの会議に臨みたいと思っていますの

で、よろしくお願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは山下友美

委員、お願いします。 

（山下友美委員） 

初めまして。小学校ＰＴＡ連合会副会長の山

下友美と申します。足立区西新井第二小学校の

会長を５年間、今６年目を務めさせていただい

ていて、私自身シングルマザーで８年間娘２人

を育てています。男女共同参画も参加させてい

ただいて、顔見知りの委員の方々もたくさんい

らっしゃるので、心強く思っております。そち

らの方でもいろいろジェンダーフリーとか、子

どもの貧困とか、リアルな声をお届けできたら
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と思い参加させていただきました。よろしくお

願いします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。では渡部委員、お

願いします。 

（渡部委員） 

よろしくお願いいたします。障害者団体連合

会から参りました渡部郁子と申します。よろし

くお願いいたします。もともと区民委員として

ユニバーサルデザイン推進委員を担当した際

に、障害者団体連合会の活動と知り合って、今

お手伝いをさせていただいている状況です。な

ので、ユニバーサルデザイン推進委員とバリア

フリー協議会の方に参加をさせていただきまし

て、障害者団体、バリアフリーやユニバーサル

デザインがどう進んでいくかというところを尽

力させていただいております。私個人として

は、親子のアウトドア活動の推進を事業として

行っておりまして、子どもだけでなく、親も含

めたアウトドアの活動をもっと増やすこと。そ

れからそこにかかわる防災意識の醸成というと

ころで、そういったことをテーマに活動をして

おりますので、今回この話し合いの中でそうい

った日頃の活動から見えているものがお伝えで

きればと思っております。よろしくお願いいた

します。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは小栁委

員、お願いいたします。 

（小栁委員） 

公募委員の小栁真太です。よろしくお願いし

ます。普段は情報処理技術者としてサラリーマ

ンで働いていて、３人の子どもを育てていまし

て、私自身も３０年ぐらい前から足立区に住ん

でいるので、かなり足立区にはお世話になって

いるので、恩返しの意味で参加をいたしまし

た。普段情報処理の仕事をしていると、最近は

テレワークをしているのですが、運動不足にな

りますので、毎週日曜日には近所を散歩したり

します。近所と言ってもあきてくるので、足立

区内いろいろなところを散歩します。今回参画

するにあたって、足立区基本計画の内容をたく

さん読んだりしている中で、例えば千住大橋の

あたりで足立区駅前のロータリーができたと

か、そういったものを見て、全く知らなかった

ので行ってみようと思って、先週行きました。

今まで思っていた千住大橋のイメージと全然違

う光景が広がっていて、私も知らない部分が多

いので、好奇心を持ってこの会に参加して、私

が提供できるものを提供できればと思っていま

す。例えば情報処理に関することですとか、も

し何か課題があればおそらくかなり助言するこ

とができると思いますので、よろしくお願いい

たします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは秋山委

員、お願いします。 

（秋山委員） 

秋山知子と申します。私は足立区に住んで１

３年目で、住んでいるのが北千住の東口エリア

です。小学校２年生の娘を育てておりまして、

山下さんや笠井さんと同じく、私も小学校では

ＰＴＡの役員をさせていただいております。個

人の仕事としては、千住元町にあるタカラ湯と

いう銭湯でお掃除をしたり、ＳＮＳやイベント

のお仕事をお手伝いしております。個人的にマ

マ友を集めて、北千住にあるお肉屋さんとか和

菓子屋さん、あとは個人のパン屋さんなんかの

ものを集めて、食べ比べをするイベントをやっ

ております。そういった活動の中で千住のまち

をよく見て歩いていると、昔ながらの建物がど

んどんなくなって、マンションが建っていた

り。昔ながらの千住らしい良さのあるところが

どんどん減っているのを肌で感じています。そ

ういった中で基本計画の審議会の公募委員の募

集を見まして、私は前職が実は杉並区役所の職

員をしていましたので、そういった経験もあり

ますので、他の自治体とのつながりもいろいろ

持っています。また今は結構この中では子ども

の貧困ということが非常に多く取り扱っている

のですが、私は実際に中間所得層に所属してお

ります。そういった目線からは足立区の施策が

もう少し欲しいと思うところが実感としてある

ので、私はそういった目線から提言をしていき

たいと思っております。出身は秋田県です。よ

ろしくお願いいたします。 
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（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは足立区議

会議員の岡安委員からお願いします。 

（岡安委員） 

皆さんこんにちは。区議会議員の岡安たかし

でございます。所属会派は公明党です。この５

月の改選で５期目の当選をさせていただきまし

た。もともと柳原で生まれ育ちまして、祖父の

代から足立区生まれ、足立区育ちです。仲町に

親の引っ越しの関係で１年半住みまして、大学

から足立区を一旦離れたのですが、社会人にな

ってその後、名古屋に２年、四国に８年、およ

そ１０年経ってまた一旦足立区、ふるさとに戻

ってまいりまして。３年過ごした後にまた栃木

の宇都宮の方に転勤になりました。前職は建設

関係だったのですが、転勤生活で。宇都宮の３

年を過ごした時に、区議会議員というお話をい

ただき、ふるさと足立に戻ってきた次第です。

前回も基本構想・基本計画の審議に参加させて

いただきました。しっかりまた足立区の憲法と

も言えるこの基本計画・基本構想にかかわる話

ですので、知見も自分の持っているまた経験・

体験も生かしながら、審議に参加させていただ

きたいと思っていますのでよろしくお願いいた

します。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それではぬかが委

員お願いします。 

（ぬかが委員） 

区議会議員のぬかがです。３０年以上議員を

やらせていただいているので、加藤委員はじめ

多くの方とご一緒に過ごしていた時期も多かっ

たです。私も岡安さん同様地元生まれで、足立

区伊興で、伊興小、十四中、足立高校というこ

とで、ずっと足立です。そして文教大学だった

のですが、保育士になりたくて、保育の分野に

進んでから議員になった。今の区議会の中で

は、唯一保育士出身の議員でもありますので、

やはりそういった目でもいろいろものも言って

いきたいというのが一つと、実は長年環境審議

会の委員を務めさせていただいておりまして、

私自身はそれをライフワークのように思ってお

ります。今の気候危機の中で、気候変動適応策

や、本当に先ほど区長が１００年ということを

おっしゃったけれども、しっかりと持続してい

ける自治体。そういう姿を描きながらの基本構

想に基づく基本計画ということで、一緒に議論

をしていきたいと、前向きに議論をしていきた

いと思っています。特に私も前回基本構想の時

の審議会の委員をやらせていただいたのです

が、確か基本計画という段階は、今までは行政

の中で作っていたんですよ。それを今度は審議

会を作って、公募委員まで募って、区民の力で

作り上げていこうというのは初めての試みだと

思うので、本当に協力し合いながら、実りある

審議会になればと思っております。よろしくお

願いいたします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは野沢委

員、お願いします。 

（野沢委員） 

皆さん、こんにちは。足立区議会議員の野沢

てつやと申します。私は日本維新の会の副幹事

長をやっています。５月に初めて当選させてい

ただきました。私は見ての通り車椅子生活をし

ていまして、２４～２５年前に交通事故で背骨

が折れて以来、車椅子生活を送っております。

その後本当に挫折と這い上がりの繰り返しみた

いな人生を送っています。背骨が折れてから

は、埼玉県の市町村で正職員として採用してい

ただきまして、そこで主に高齢福祉課。介護認

定給付係ということで、窓口で受付をしたり、

介護認定調査をしたりして、高齢福祉に長い間

携わらせていただきました。その後なぜか脊髄

再生医療の被検体に選ばれてしまいまして、再

生医療に携わりまして、６年ぐらい大阪とか和

歌山に行って、再生医療の被検体をやっており

ました。その後社会復帰をしまして、国家公務

員試験を受けて、東京高等裁判所に採用をして

いただきまして、そちらの刑事部で控訴事件を

扱わせていただきました。先ほど加藤委員がお

っしゃった特殊詐欺、これも三大事件で、詐

欺・窃盗・覚醒剤。この三つの特徴的な事件で

すが、私もいろいろな事件を見させていただき

ましたので、何かの参考になることができたら

いいなと思っています。娘は特別養子縁組でい
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ただきまして、ただいま２歳です。人生挫折と

這い上がりの繰り返しで、ただ一方でいろいろ

な経験をさせていただきました。このいろいろ

な経験させていただいたことを、皆様と共に共

有しながら、足立区を良くするために貢献でき

たらと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。渡辺委員と区職員

の大山委員はご欠席です。では長谷川委員、お

願いいたします。 

（長谷川委員） 

副区長の長谷川です。どうぞよろしくお願い

いたします。先ほど区長から基本計画について

は行政の頂点の計画だという話がありました

が、確かにこの下に各部門計画ということで、

例えば福祉の計画とか、それから介護・教育の

計画。より具体的な計画がこの下にたくさんあ

ります。そのまさに頂点の計画なのですが、足

立区においてはそういう理念系の計画だけでは

なくて、実効性を持たせようということで、こ

の計画の中にはいついつまでにどの目標値をク

リアするかという具体的な数値を入れて、実効

性を持たせたいということで今進めておりま

す。それからもう一つは、私もずっと行政経験

が長く来たのですが、特に思うことは、やはり

行政の対象スパンが非常に広がってきていま

す。以前私、福祉事務所のケースワーカーから

始まりましたが、その当時は孤立ゼロとか、子

どもの貧困対策といったことはなかったのです

が、どんどん行政のスパンが広がってきて、例

えば待機児も、保育の待機児ゼロを達成したと

思ったら、今度は学童の待機児をどうしようか

ということです。コロナ禍の問題も医師会の皆

さんと一緒にやりましたが、行政の対象事業が

どんどん広がっていく中では、まさに区民の皆

様、いろいろな事業体の皆さんと一緒に課題に

取り組んでいかないと、もう課題解決はできな

いなということを日々実感しております。どう

ぞよろしくお願いします。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。では委員の皆様の

自己紹介をしていただきましたので、それでは

区の事務局職員の紹介をお願いいたします。 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは事務局職員を紹介します。まず政策

経営担当部長の勝田でございます。 

（勝田政策経営担当部長） 

勝田です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

（伊東基本計画担当課長） 

基本計画担当係長の山崎でございます。 

（山崎基本計画担当係長） 

山崎です。よろしくお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

政策経営担当係長の芳賀でございます。 

（芳賀政策経営担当係長） 

芳賀と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

（伊東基本計画担当課長） 

本日は政策経営担当係長何人か同席をさせて

いただいております。他に本日は、本審議会の

運営を委託しておりますコンサルタント会社、

地域計画連合の職員も同席をしております。 

（株式会社地域計画連合 相羽、大久保、柳

坪） 

よろしくお願いします。 

 

２ 新たな基本計画の策定と審議内容（案）に

ついて 

３ 足立区基本計画審議会の運営について 

（１）足立区基本計画審議会条例及び足立区基

本計画審議会条例施行規則について 

（２）分科会の設置及び委員構成について 

４ 審議会及び分科会のスケジュールについて 

５ 現行計画の総括評価について 

６ 足立区基本計画策定のための検討素材につ

いて 

７ 「安心と活力」の事業について 

（宮本会長） 

それでは、事務局から資料の２から７の説明

をお願いします。意見交換は資料の説明が終わ

った後で、まとめて行います。ではよろしくお

願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

資料の説明をさせていただきます。本日の資
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料は数が非常に多くなってございますので、資

料の要点をまとめたスライドにてご説明させて

いただきます。 

皆様のお手元の資料では、資料１、足立区基

本計画審議会に関する説明資料がその内容にあ

たります。画面でも表示していますので、どち

らかをご覧いただければと思います。 

第二部の次第にあります、この次第２から７

まで一括でご説明をさせていただきます。この

スライド、先ほどから少しお話が出ています

が、足立区には基本構想というものがございま

して、こちらは長期的な視点、向こう３０年間

の今後の足立区を見据えて策定をしているもの

でございます。こちらはこの構想ができてから

まだ３０年経っていませんので、今回改定をす

る対象からは外されるものです。中段にありま

す中期的８年と書いてある基本計画。ここが本

審議会での議論をするものになります。基本構

想の下で区の最上位の計画として位置付けられ

ている計画でございます。全ての行政のあらゆ

る分野を網羅しているため、自治体によっては

総合計画という名前で取り扱っているところも

ございます。そして今回、委員の皆様に主にご

審議いただきたい内容ですが、この基本計画の

中には、柱建てという層と施策群という層と施

策という層。この３層構造になっています。柱

建てと施策群というのは、ある種普遍的なとこ

ろを記述してございますので、そういうくくり

で整理をしておりますので、あまり変わるもの

ではないのですが、一番下にある施策。この部

分については、区の方でまだこの部分は至らな

いとか、穴だなというところはまだあると思い

ます。このあたりを社会構造の変化等もござい

ますので、更に区として取り入れるべきとか、

リライトを掛けるべき分野があるのではないか

というご議論をいただいて、フィードバックを

いただきたいと考えているところです。 

こちらは基本計画・基本構想に関するものと

して、本日資料として条例がございますが、後

ほどご参照をいただければと思います。 

本審議会の運営の形でございます。本日は委員

の皆様にお揃いの審議会の全体会という位置付

けでございます。そしてこの後、くらし・まち

分科会と、ひと・行財政分科会、それぞれに分

かれて深く議論をいただこうと思っておりま

す。そして委員の皆様にそれぞれの分科会に入

っていただこうと思っておりますが、その案に

ついてはお手元の資料の、委員名簿をご覧くだ

さい。事務局の方であらかじめ案を作らせてい

ただいております。各所属団体等を考慮して、

テーマに沿う形の分科会に割り振らせていただ

いております。その点についてまずご審議をい

ただきたいと思います。会長、いかがでしょう

か。 

（宮本会長） 

それでは、事務局から皆様にご参加いただく

分科会の案が提示されたのですが、ご異議はご

ざいませんか。 

（異議なし） 

（宮本会長） 

よろしいでしょうか。それでは異議がないと

いうことで確認させていただきました。では事

務局から引き続きご説明をお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

ありがとうございます。それでは引き続き説

明をさせていただきます。本審議会ですが、先

ほど区長が少し触れましたが、全体会４回、分

科会５回のスケジュールで進めていく予定で

す。全体会については本日を含めて来年の１０

月までのスケジュールで、その合間で分科会を

開かせていただこうと思っています。全体会と

全体会の間に２回程度の分科会を挟むといった

流れで今後進めていければと思っております。

テーマについて深くご議論をいただくのは、主

に分科会の中でという形になろうかと思いま

す。分科会で１～２回目は区の現状や課題につ

いてご討議をいただきまして、その後の分科会

で新しく取り入れる視点ですとか方向性につい

て、どういうものが望ましいのかというところ

のご議論をいただくという形で進めていければ

と思っております。その後この審議会から区の

方に答申をいただきまして、区の方で計画の素

案を策定し、パブリックコメントに掛けていく

という流れで進めていければという想定でござ

います。 

こちらがスケジュールの具体的な日程でござ
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います。今年度内は記載の通りの日付で開催で

きればと考えております。来年度の日程につい

ては、まだこれから調整をさせていただきたい

と思っています。お忙しいところ大変恐縮です

が、１回目の分科会につきましては、来週の木

曜日と金曜日に開催させていただきたいと思い

ますので、ご承知置きいただければと思いま

す。 

ここからが大事なお話になります。まず現行

の基本計画が動いていますので、その計画が今

どのような状態なのかというところの話でござ

います。今の計画も策定当初に目標値等を立て

て進めていく形にしておりますが、今の計画が

どの程度進捗しているのか。目標に近付いてい

るのかという評価を私どもでさせていただきま

した。評価としてＡ評価、Ｂ評価、Ｃ評価、Ｄ

評価、Ｅ評価という形で、Ａは既に目標を達成

しているもの。Ｂは現時点ではまだ目標に達し

ていないが、当初よりは改善をしている。Ｃは

変わらない。Ｄは当初よりも下がっている。Ｅ

は評価が困難なものがあるということでござい

ます。 

まず個別の評価の前に、区政全体に関する満

足度というのを、区の一番頂点の指標にしてお

ります。その数値につきましては、この計画、

現行計画がスタートした平成２９年から昨年

度、令和４年までで比べて、令和４年は６８．

１％ということで、７割弱の方が区政に満足し

ていただいているという結果が出ております。

平成３０年以降は右肩上がりになっているとい

う状況でございます。 

そして、今、現行の基本計画の中には、１１

８の指標がございます。スタート時に比べて目

標を既に達成しているという指標については２

０施策。全体の割合で１７％。現時点で目標値

には達してはいないのだけれども、改善傾向に

あるものが４０指標で３３．９％。Ｃの変わら

ないというのが３６指標で３０．５％。逆に悪

化しているものもあって、２１指標で１７．

８％といった割合になってございます。全体と

しては５０．９％が目標達成、または改善傾向

にあるということで、半数以上のものは本計画

がスタートした時よりも状況としては良くなっ

ているということが相対の状況でございます。 

詳しくは資料の６が総括評価書になりますの

で、こちらは後ほどお目通しいただければと思

います。評価の代表例をここに記載をさせてい

ただきました。まずＡ評価として代表的なもの

が、保育事業における待機児童数です。こちら

は委員の皆様ご承知の通り、待機児ゼロを達成

してございます。そして目標値までは届いてい

ないけれども、当初よりは改善しているものの

代表例で、体感治安。体感治安が良いと感じて

いる区民の割合が、この計画がスタートした時

は５４．１％だったのですが、現在は６４．

５％ということで、１０ポイント以上改善して

いる状況です。そして横ばいになっている。あ

まり変わっていないというものとして、介護が

必要になっても今の地域で安心して住み続けら

れると思う高齢者の割合ということで、地域包

括ケアの関係です。こちらは６５．８％がスタ

ートでしたが、目標値の７０に対して現在６

７．３％といった状況です。若干改善はしてい

るのですが、横ばいという評価をさせていただ

きました。そして逆に悪化をしている例とし

て、町会・自治会の加入世帯率でございます。

スタート時が５４．８％だったものが、目標と

しては６０％なのですが、直近で４５．９

２％。スタート時より１４．０８％下がってい

る状況です。１件だけ評価が困難というもの

で、協創について理解が深まったワークショッ

プを受講した職員の割合という指標があるので

すが、こちらは新型コロナの関係で、事業その

ものがこの間できなかった部分がございまし

て、評価そのものができないというものでござ

います。 

そして、今後この計画をどうしていくべきか

というところの議論の素材にしていただきたい

と思いまして、資料７と８で、足立区基本計画

策定のための基本素材を用意させていただきま

した。全てはご紹介できないのですが、人口世

帯の状況等を今少し説明させていただければと

思います。足立区の今現在の人口なのですが、

令和２年度をピークにやや減少傾向ではありま

すが、世帯数としては継続して増加傾向にあり

ます。コロナの関係があって、一時期減ったの
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ですが、令和４年度にはやや持ち直している状

況です。 

足立区において特徴的なところとして、転出

入の状況があるのですが、転入超過について

は、コロナが始まる前と後で大きな差は実はあ

まりございません。若干人数としては減ってい

る部分があるのですが、大きな差ではございま

せん。転入超過数は令和元年の３，７２１人か

ら、令和４年は３，１７２人ということで、引

き続き３，０００人以上の方が足立区に転入し

てきている状況です。 

東京は人口が他の自治体と比べて増えている

という状況は、ニュース等でもご存じの方はい

らっしゃると思いますが、では２３区全体が果

たしてどのような状況なのかを確認した資料が

こちらです。実は令和元年の時は、どの区も総

じて転入超過がほとんどだったのですが、コロ

ナ禍を経てその状況が変わってきたというのが

このグラフです。ピンク色が令和４年度です。

これをご覧いただきますと、世田ヶ谷区や渋谷

区や中野区といった西側の区が、令和元年は転

入超過だったにもかかわらず、令和４年はピン

ク色が下に来ているので、転出超過に転じてい

ます。ただ、東側も足立区や葛飾区・江東区・

墨田区などは転入超過が続いていたり、江東

区・墨田区・台東区では転入超過が更に進んで

いるという状況です。昔はどの区も転入超過だ

ったのですが、今は二極化をしてきているとい

うのが、コロナを経て変わってきた状況だとい

うことが分かりました。その中で足立区は引き

続き転入超過が続いている状況です。この他人

口に関するデータですとか、あとは基本構想で

持っているひと・くらし・まち・行財政の視点

ごとにご覧いただきたいものが、こちら資料６

に記載がございます。全てを読むと時間が掛か

りますので、資料７で抜粋版を付けていますの

で、そちらを後ほどお目通しいただければ幸い

です。今後のご議論に参考にしていただければ

と思います。 

資料が変わります。お手元の資料９をご覧く

ださい。資料９－１です。足立区ではこれから

の足立区のキーワードとして、安心と活力とい

う言葉が重要なのではないかなと考えていま

す。安心と活力という言葉は、実は今年度の足

立区の予算のテーマでも使われている言葉なの

ですが、安心については、文字通り区民生活に

寄り添って支えるという意味ですが、活力につ

いては区の持続可能性を更に向上させるといっ

た意味合いが含まれています。自治体が自治体

として追い求めていく普遍的な考えなので、こ

の視点については基本計画においても重要な視

点として取り入れていきたいと思っています。

基本構造の中で掲げている四つの視点が、ひ

と・くらし・まち・行財政ということなのです

が、その分野ごとに安心と活力という視点がど

のように落とし込めるかなということで、一つ

の絵にしたものが今表示をしている９－１の絵

でございます。 

ご説明しますと、左上がひとの分野でござい

ます。ひとというくくりの中で、安心と活力と

いった時に、どういったものがイメージできる

のかというところが、こちらの記載になりま

す。安心については、子どもたちが笑顔で育っ

ていくことができるような環境を整えるですと

か、子どもが安全に快適な学びを受けて、自己

肯定感が高まっている状態。障害を抱えていた

り、性的マイノリティの方々であっても、多様

な個性が尊重されて、お互いを認め合えるよう

な社会は安心につながるだろうということが言

えると思います。一方で活力については、子ど

もが活力や夢や希望を持っていろいろなものの

実現にチャレンジしていける社会とか、区民の

方々がスポーツや芸術に親しんで生活を豊かに

していくというところが、生活にゆとりが出

て、活力にもつながっていくのではないかとい

ったところで、視点としては落とし込めるかな

と思います。またこの安心と活力という考え

は、どちらか一方がどちらか一方に対して影響

を与え合うということで、相乗効果が生まれる

という部分もあると思います。これは、ひとと

かくらし・まち・行財政、その分野だけではな

くて、ひとが高まっていけば、もちろんまちや

くらしにも影響があるので、それぞれの視点ご

とについても影響し合うといった関連性が出て

くるだろうと思っています。ですので、安心や

活力が生まれていくそれぞれの分野について、
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バランス良く高めていくという取り組みをして

いかなければならないと考えているところで

す。 

こちらは何の資料かというと、区が直近ここ

３年間で重点プロジェクト事業と呼ばれるもの

や予算の注力事業と位置付けた事業が、ひと・

くらし・まち・行財政の各分野でどのあたりに

中心的に据えられてきたのかを可視化したもの

です。見方をご説明します。この表は縦軸と横

軸に分かれていて、縦軸、真ん中に線がござい

ますが、縦軸の上にポピュレーションアプロー

チと書かれています。その下に行くと、個人へ

のアプローチと書かれています。区の事業は、

多くの方に影響を及ぼす事業と、個人、各個々

に支援をするアプローチに分かれていますの

で、まずその仕分けをしました。そして、それ

がその事業が安心につながる事業なのか、また

は活力を生み出す事業なのかというところを仕

分けして、これを４分割にしたものでございま

す。そして丸の大きさはその事業の予算の大き

さを表しています。ですので、どの分野にどれ

ぐらいお金を投じていたのかというところを可

視化したものでございます。もちろん区の事業

はここに書かれているもので全てではないの

で、あくまでも重点プロジェクトと位置付けた

ものだけの整理ではあるのですがご覧いただき

たいと思います。この１枚目はその見方を説明

したものです。 

資料９－３、これはそれがひと分野に位置付

けられる事業です。コロナ禍ということもござ

いまして、ポピュレーションアプローチ、例え

ば予防接種事業の拡大ですとか、どちらかとい

うとポピュレーションアプローチで安心といっ

たところに丸が偏っているという状況でござい

ます。 

今度はくらし分野です。くらし分野ですの

で、ビューティフル・ウィンドウズ運動ですと

か、あとは防犯カメラの設置。あとは生活困窮

者の自立支援事業といったところで、どちらか

というと安心を高めていくというような施策に

大きく予算を使ってきたということでございま

す。 

９－５がまち分野です。まち分野はまちづく

りのことになりますので、足立区に活力を満た

していくという分野が多くなってきますので、

ポピュレーションアプローチの活力分野へより

大きい丸がついています。 

最後は行財政です。行財政は区の中のことが中

心になりますので、ちょっと丸を付けるのは難

しいものがあるのですが、このように整理をさ

せていただきました。こちらはあくまでも我々

事務局の中で、この事業は活力の分野だとか、

安心の分野だとか、私どもの独断で位置付けた

ものですので、委員の皆様にとってはこの分野

は違うのかなとか、あとこれは安心分野であっ

て活力ではないとか、いろいろなご意見がもち

ろんあろうかと思います。あくまでも参考とし

て、区が今どのあたりに注力をしてきたのかと

いうことをご覧いただきたくてお示ししまし

た。あくまで参考資料としてご覧いただければ

と思います。大変長くなりましたが、資料の説

明は以上です。 

８ 意見交換（区の現状・課題等） 

（宮本会長） 

ありがとうございました。事務局から時間を

掛けて非常にしっかりとしたたたき台の資料を

出していただいておりますので、これからの意

見交換がしやすくなったと思います。それでは

これから意見交換の時間に入ってよろしいでし

ょうか。 

まず、事前に各委員から関心がある取り組みに

ついて書類を書いていただいて、事前に提出し

ていただいた方もいらっしゃいます。これも事

務局で整理をしていただきました。これを活用

しながら、これからの時間を使っていければと

思います。まずどのような意見をいただけた

か、事務局からご紹介をいただければと思いま

す。 

（伊東基本計画担当課長） 

それでは本日席上に配付しています事前ワー

クシート意見一覧、区の課題と感じていること

と、同じくワークシートの区の関心のある取り

組み。こちらをご覧ください。なお、本日ワー

クシートをお寄せいただいた委員がいらっしゃ

いますが、それは記載が間に合っていませんの

で、後ほどこちらは追加させていただければと
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思います。 

ではこの記載内容をご説明します。まず区の

課題と感じていることとして、委員の皆様から

お寄せいただいたご意見です。見出しを付けさ

せていただきました。ひと分野においては、少

子化対策について挙げていただいた委員が何名

かいらっしゃいます。その中でも今の少子化対

策の課題として、若者の自立支援や子どもの貧

困対策にやや重きがあり、生活困窮世帯の施策

というのがやや目立つということで、これから

子どもを持ちたいと思える人を増やす施策が不

十分だというご意見や、中間所得層の方々が今

後子育てしやすいと感じる施策については不十

分という意見をいただいた方もいらっしゃいま

す。また生活困窮世帯に、性教育を少子化対策

に取り入れるべきではないかという意見や、子

育て世帯をいかにサポートしていくか。足立区

から活躍の担い手を輩出していくべきではない

か。そこにはまだ課題があるという意見をお寄

せいただいた方もいらっしゃいます。 

続いてくらし分野につきましては、主に３点

ございました。環境の分野になりますが、ＳＤ

Ｇｓが叫ばれている時代ですので、物品の再活

用。特に粗大ごみの再活用等を進めて、若い世

代が転入することを考えれば、若い世代の暮ら

しに掛かる初期投資を抑えられるような後押し

をすべきではないかというご意見。あとは町

会・自治会については、高齢化が進んでいて、

町会・自治会というシステムそのものが機能不

全を起こしているのではないか。加入率そのも

のを上げることも大事かもしれないけれども、

それ以外の改善策をいろいろ考えていくべきで

はないかというご意見をいただきました。 

また、まちの分野につきましては、エリアデ

ザインを足立区は進めているところですが、千

住地区のエリアデザインとしては、更に必要性

が出てくるのではないか。単身向けのアパート

や大規模マンションが乱立している現状であ

り、エリアデザインがされている気配がないと

いうご意見をいただきました。また、公園以外

に気軽に過ごせる場所をもっと設置すべきと

か、不燃化特区を整備していくべきではないか

というご意見もいただいています。 

また、行財政分野については、主に区政運営

のところでですね。区としていろいろイメージ

アップを図っていることは承知しているけれど

も、一般の納税者の方々に対するサービスとい

うところが更になければ、イメージアップは難

しいのではないかという意見をいただいていま

す。 

もう１枚、関心がある取り組みとして挙げて

いただいたものをご紹介します。ジャンルの数

としては、ひと分野で多くいただいたところで

す。養育困難改善事業ですとか、宿泊型産後ケ

アですとか、このあたり主に子どもにかかわる

分野に関心があるというご意見をお寄せいただ

いているところです。また、くらしについて

は、孤立ですとか、まちについては空き家、お

部屋さがしサポートや、地震への備えというこ

とで住宅や災害対策といったところに関心があ

るというご意見がございました。また行財政に

ついては、シティプロモーションは区としても

力を入れていますが、協創推進体制の構築です

とか、組織の能力や組織風土の向上。また公有

財産の活用。区役所内の管理職の女性の割合。

こちらを更に高めていくべきというところにご

関心があるという意見をいただいています。 

そしてもう１枚。基本計画審議会の全体会の事

前質問の回答についてということで、事前にお

寄せいただいているところで整理しています。

回答を差し上げる時間がございませんので、書

面をもって代えさせていただきたいと思いま

す。 

（宮本会長） 

ありがとうございました。それでは、これか

ら自由に意見交換をする時間が４５分ぐらいと

いうことなので、委員の数も多いので、あまり

お一人で長時間発言していただきますと、足り

なくなりますので、極力今日は全ての方が発言

できるようにということでご配慮をいただきな

がらご発言をお願いしたいと思います。 

（渡部委員） 

渡部です。質問があります。事前に質問を受

け付けていたにもかかわらず、今日資料を詳し

く説明していただいて、とてもよく分かりまし

た。ありがとうございます。この先も人口は増
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えていくことをよしとするという方向性でよろ

しいのではないかと想像しておりますが区の人

口ピラミッドを拝見したところ、超過が２０か

ら２４歳が一つの山を作っているということ

で、そこは何が理由なのかが気になりました。

例えば、大学がたくさんあるので、もう少し

前、１６から１８歳の世代がドーンと増えてい

るという結果なのであれば、大学が増えたから

そうだねという理由は分かるのですが、２０か

ら２４歳が一つの大きな山になっていて、これ

が近年ずっと傾向として変わっていない。ここ

に何の理由があるのかが分かれば、今そこでど

ういう理由で人が入ってきているのかが分かる

のかなと思いました。 

（宮本会長） 

では事務局からお願いします。 

（伊東基本計画担当課長） 

ここは分析の途中なので、確かかと言われる

とまだあれなのですが、どういう自治体から足

立区に来ているのかというところも併せて今見

ていますが都外から来ています。例えば札幌と

か北海道から来ているという状況も見えてきて

いるので、おそらく就職がきっかけなのだと思

います。転入アンケートというのを私ども数年

前にやったのですが、２０から２４歳の方々の

転入のきっかけは就職が半数以上だったので、

おそらく地方から都心に出てくる時に、地価の

安さもあると思うのですが、そのあたりで足立

区を選ばれている方が多いのかなと思います。 

（宮本会長） 

人口の移動について関連してご質問なりご発

言はありますでしょうか。 

（市村委員） 

昨日、東京都の民生・児童委員の会長会で江

東区の豊洲地区、豊洲のタワーマンション地区

を見学に行ったんですね。あの地区は江東区で

も現在もともと人口が２０年ぐらい前までは工

場ばかりで全然いなかったのですが、現在あそ

こだけで１３万人の人がタワーマンションに住

んでいるということです。それでやはりまだま

だあの豊洲地区は、有明地区も開発しています

ので、人口はこれからどんどん増えるであろう

ということを昨日説明を聞きました。そのよう

な中でバスで回っていて感じたのが、高齢者が

道路をあまり歩いていないということです。そ

れというのは、多分タワーマンション自体の価

格が高いので、働き盛りの人でないとなかなか

あそこのマンションは買えないのかなと思って

います。もともと住んでいる方がいないわけで

すから、そこに高齢者もなかなか住みづらい、

買いづらい、だからいないといったことなのか

なと思いました。 

足立区は既に高齢化率が２５％近いというこ

とですので、我々今民生委員の活動をしている

中で、高齢者対策をどうするかということを区

の方にご指導をいただきながらやっているわけ

ですが。我々は、足立区は優しい区にしてもら

いたいです。高齢者に優しい区にしてもらいた

いなということで、やはり高齢者を、特に独居

の高齢者が増えてきている状況の中で、その人

たちをいかに守っていったらいいかという施策

をどんどんこれから入れていってもらいたいな

と思います。もっと地域で高齢者を見守る雰囲

気。区民がみんな日常、自然に高齢者を見守る

雰囲気づくりというのを区の方で、どんなやり

方があるかは別ですが、もっともっとそれをや

っていただきたいと思った次第です。 

（宮本会長） 

関連していかがでしょうか。 

（笠井委員） 

先ほど自己紹介でも言ったように自治会も僕

はやっていまして、先ほどの話のつながりで、

やはり高齢者もそうなのですが、高齢者と新し

く生まれる子。そして今育っている子どもたち

をいかにつなげて、地域の中で活性化するかと

言うか、みんなで見守るかというのが、今意外

と薄れているような肌感が僕にはあります。そ

こら辺をもっともっと力強く、先ほど区長が言

ったように、足立区らしさという部分を前向き

に出すいい政策が考えられるのではないかとい

う期待があります。 

（秋山委員） 

先ほど市村さんからお話があった豊洲エリア

の話ですが、実際に千住では千住大橋地区に既

にマンションが林立していて、更に建つような

土地がまだ５ブロックぐらい残っています。ま
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た新しいマンションが更に建つ予定になってい

ます。あそこは小学校が１校しかないので、既

に１学年で７クラスぐらいの小学校になってい

て、かなり破綻していると聞きます。あとは更

に昔のアメージングスクエアってご存じだと思

いますが、あそこにあった施設が今取り壊され

て、あそこも５棟ぐらいマンションが建つ計画

になっているそうです。住所で言うと、千住関

屋町になります。私近隣に住んでいるので、あ

そこにまた建ったら、今度は千住第八小学校が

千住小と同じ状況になるのではないかと危惧し

ています。あとは足立区の千住地区のマンショ

ンの価格は、大体平均的なものが７，０００万

ぐらいになっていて、大体共働き世帯で買って

いくという設定になっているので、いろいろな

階層の方とか、高齢者が入ることはなく、働き

盛りの若い人しか住めなくて、本当に豊洲みた

いになりかねないなということを最近実感して

います。なので、おっしゃる通り、前から住ん

でいた世代と新しく住む世代。また年齢層の違

う方々がうまく混じるという仕組みづくりは急

務だと思います。 

（野沢委員） 

先ほど市村委員がおっしゃったように、やは

り高齢者に対する見守りが重要だと思っていま

す。ただ一方でやはり民生委員の方々の仕事が

すごく多岐にわたって、多忙で飽和状態になっ

ています。子どものことからお年寄りのことま

で本当に多くのことをやらなくてはいけない。

ですので、私個人的な意見なのですが、元気な

高齢者の方々、やる気のある高齢者の方々に、

そうでない高齢者の方々を見守っていくような

そういったシステムを作った方がいいのではな

いかと思っております。ちなみにですが、私、

足立区のビジネスコンテストに今言ったことで

応募したのですが、採算性が取れないというの

で却下されまして。採算が取れないなら区でや

ったらどうかって胸に秘めていまして。今ここ

で話ができたことをうれしく思っています。 

（遠藤委員） 

今、高齢者のお話がありましたが、私、千住

旭町商店街で１０年ほど理事長をやっていまし

た。その時は実は１８０店舗の会員がいたので

すが、全てほとんど地元で生まれ育った商店で

した。今２００店舗ありますが、１０店舗しか

元の商店は残っていません。つまり、商店街と

いうのはもともと商売をするだけではなくて、

地域のコミュニティの基本を担っていた部分が

随分あったんですね。それはなぜかというと、

戦後の地方の要するに就職とかそういうもの

で、政策的に国が商店街をたくさん作って、そ

れでこれを維持するみたいなところがあったの

で。それと同時に、社会に対するいろいろな仕

事を商店街が担っている部分があったのです

が、それが今激しく衰退していて、それを担う

部分がなくなってきたんです。そういう問題が

あって、様々なつながりみたいなものが崩れ去

ってきているという現実はあります。 

（片野委員） 

これから１０年先、どのような方に足立区に

入ってきてほしいのかということを考えて、計

画も立てなければいけないと思います。このご

意見の中に、中間所得層が足立区で出産・子育

てしたくなる、子育てしやすいと感じる施策が

不十分と書いてあり、確かにそれは言えている

と思います。やはり子どもの貧困対策が表にす

ごく出ているので、やはりそういった活動ばか

り表に出て見えてしまうと、そうでない方たち

は何かないがしろにされているようなことを感

じているというご意見を私はいただいていま

す。ですので、この手の出し方はすごく難しい

のですが、私としては学校を充実したものにす

ることによって、やはり教育というのはすごく

どこに住むかを選ぶ時に大事になりますので、

そういうことに力を入れていくことを前面に出

していく。今おいしい給食が出ていますが、そ

れ以外のことでも出していく必要があるのか

な。特に学童の問題は、待機児童ゼロの時は学

童。特に千住地区は学童が足りなくて、学校か

らかなり遠いところに学童ができるという形に

なっていて、これだと危なくて歩かせられない

というご意見も出ていました。ですので、そう

いう学童の問題も一緒にまちを考える時に作っ

ていくということが必要なのではないかなと思

っています。 

（宮本会長） 
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今のお話で中間層を呼び込む時に、学童充実

もそうですが、例えば私立学校を増やすとかで

すね。そういう意見も出そうな感じがあります

よね。そういうことも含めて検討の中にはある

かもしれません。 

（山下俊樹委員） 

今、お話があったように、それこそ古き良き

社会、あるいは町並み、あるいは人のつなが

り。これはもちろん大切だとは思うのですが、

社会の変化はいかんともしがたいというところ

も直視しなければいけないと思います。私の患

者様の７割以上が高齢者ですから、高齢者をな

いがしろにするわけではないのですが、これか

ら足立区が活気あるまちになるためには、やは

り若い人。特に若い夫婦がいかに足立区に住み

たがるようになるか。これがないと、財政的に

も将来厳しくなってくるでしょうし、そのため

には若い人たちが子どもを産んで、そして育て

るのに育てやすい。簡単に言えば負担が少ない

というような施策がどうしても必要になる。当

然周りの区も考えているでしょうから、負けて

しまうと、足立区から若い人が逃げていくとい

うことにもなりかねない。そういう意味では、

確かに高層マンションが建っていくというの

は、忸怩たる思いで見ている人たちは多いと思

いますが、ある程度肯定的に見て、そうした人

たちをまちに取り込んでいくにはどうしたらい

いのかということを考えるべきではないかと思

います。 

（石阪副会長） 

私もエビデンスは欲しいと思っています。今

若い人が入ってきているということですが、お

そらく賃貸物件なんですね、若い人は。いざ自

分でそこで結婚して子どもを産んで持ち家をと

なった時には、私今埼玉に勤めていますが、結

構土地の安い埼玉県に流出していく。つまり、

足立区には少ししかいなくて、若い人が係留す

るような感じでいなくなるのではないか。この

あたりのデータが欲しいですね。きちんと持ち

家を足立区で買ってそこで住むという。そこま

で若い人が定着するような施策を今後やってい

くためには、その辺のデータが必要だと思いま

すが事務局、いかがでしょうか。 

（伊東基本計画担当課長） 

人口動態をいろいろ調べているのですが、や

はり子育て世代、２０代とか３０代前半ぐらい

の人と一緒に９歳とか１桁台の子どもが流出し

ています、流山の方に。なので、会長がおっし

ゃったように、賃貸からライフステージが変わ

った時に、より広い自宅を購入するようなきっ

かけで、鉄道沿線だとか、ＴＸの沿線のところ

に流出していく人口が多い傾向があります。 

（石阪副会長） 

これは区にとって大きな損失だと思います。

そのあたりも施策の中に盛り込めれば、若い人

が安心して住めるような、そういうまちになる

といいなと思いました。 

（野沢委員） 

先ほど山下委員がおっしゃったことは腑に落

ちると言うか、私も同じように考えています。

事前ワークシート意見一覧の中で、行財政のと

ころに区政運営について書かせていただいたの

は私です。足立区は２３区で最も都営住宅が多

いので、かつ低所得の方が多いので、区の政策

は福祉政策に偏りがちで、これ自体悪いことで

はないし、本当に必要なことだとは思います。

ただ、一方で納税者の方々、区の財政を支えて

いる納税者の方々が住んで良かったと思えるよ

うな施策が必要だと思います。例えば子育て施

策に関しては、所得制限をなくして、幅広い方

が受けられるようなそういった施策が必要だと

考えます。 

（ぬかが委員） 

実は私もいただいた資料の中でも、特に子育

て分野については、そうではないところもそう

かもしれませんが、やはりポピュレーションア

プローチの側面が重要だと思っています。この

間提案してきているのが、例えば乳幼児で言う

と、乳幼児って施策としては保育料や何かがた

だになりますよとか、待機児をどうしましょう

というのが今までの施策だったのですが、例え

ばもっと小さな赤ちゃんたちを育てているお母

さんへの支援策って、何か困難があったらお世

話になるという側面が大きい。そうではなく

て、例えば他の自治体で始まった紙おむつを宅

配で生協の人とか委託をしたＮＰＯが届けて、
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それは希望者全員に。誰でも紙おむつを届け

て、そして日常会話をする中で、困難があった

時に相談できるような関係とか、そういった気

軽な支援策と言うか、そういうのが非常に重要

だなと思っています。やはりそういう点を重視

しながら議論できたらいいなと思っています。 

私自身は分科会がそういう、ひととかの方な

ので、逆にまちづくりの方で発言できる機会が

あまりないと思うので、一つだけ。先ほど千住

でマンションが増えているという話があったの

ですが、私もそういう問題意識があり、まちづ

くりだし、事業者が出てきていいまちを一緒に

作ろうというのは大いにいいことだと思ってい

るのですが、何が違うんだろうと思った時に、

行政も含めて地域の方々のコミュニケーション

とか、地域が何を望んでいるのかという徹底し

たディスカッションをした上で、このまちをこ

う作っていくのだと。そういう地域の自治のよ

うなあり方が必要なのではないかと思います。 

例えば、足立区でよくあるのは、大体道路な

んていうと、５０年前、６０年前に都市計画決

定したからこれは進めるのだと、多大な税を投

入するわけです。それから再開発なども同様の

側面はあるわけです。そうすると、５０年前に

決めたから進めるという発想ではなくて、地域

が何を望むか。地域でディスカッションした上

で計画を進めるということが、そういう角度で

まちづくりを今後考えていく必要があるのでは

ないかと思います。そういう事例はないかとい

ろいろ勉強していく中で、例えば岩手の盛岡と

花巻の間にある紫波という町があるのですが、

その紫波町はほとんど廃れた駅が、そういうま

ちづくりをやって、駅前に再開発なのだけれど

も、徹底した住民の声を生かした再開発をやっ

たんです。３階建てぐらいの住宅もあり、公共

施設もありの再開発をやって、１００万人が訪

れるまちになったというのが、このオガール紫

波という紫波町の駅前再開発だったのです。そ

こを見学に行った時に、住宅は新しいから、新

しい子育て世代がどんどん入ってきて、ワサワ

サしているわけです。一方で公共施設スペース

と言いながら、商業スペースも当然あってまち

を大事にしていて、まちのおじいちゃん・おば

あちゃんと若い人が交流しているという、そう

いうまちづくりも、小さなまちでもできていま

した。逆に大きなまちだから、やりづらい側面

もあるのかなと足立区には思っているのです

が、やはりそういう手法をまちづくりの中で研

究しながらやっていくと、本当に対決構図では

なく、子育て世代も高齢者の世代も生き生きと

やっていけるような、若い人が流入してくるよ

うなまちが作れるのではないかと考えていま

す。まちづくりの意見を言う機会がないので発

言させていただきました。 

（宮本会長） 

一つだけ。今子育て世帯、つまりカップルと

子どもの問題と高齢者・単身という話で出てい

るのですが、実は東京２３区の人口動態を見る

と、もっと重要なのは中年のシングル層がどん

どん増えています。これは５年前から私、グル

ープで東京２３区の調査をやって、２３区にと

ってのこれからの問題は、若い人たちが入って

くるが、昔は入ってきてある年齢になって家庭

を持つと住宅が狭くなるので、郊外に移動して

自分の家を持つ。その結果、区部の人口は減少

傾向にあったのです。ところが今、東京２３区

はそういう循環がなくなってしまった。なぜな

くなったかというと、若い人たちが結婚しない

からです。結婚しないとなにも郊外の広い家に

移る必要はないので、東京２３区に家賃は高く

て狭いけれども、１人なら便利だというのでず

っと残るわけです。だから、２０年以上住んで

いる中年シングルが非常に多くなっています。 

区によって若干違うけれど、どうも調査研究

によると、全体の傾向はどこの区も同じ。です

から、足立区の問題は、子どもを産む世代をど

う呼び込むかもあるけれども、呼び込んでも、

子どもを産まないで足立区に定住する人が増え

る可能性がある。このあたりのところをどうす

るのかということと、シングルの特に中年の方

は、ご本人たちの意識を聞くと、親しい人を持

ちたいとか、いざという時に不安だから、隣近

所との関係を作らなければいけないなと思いつ

つ、ほとんど関係を持っていないわけですね。

これはもう災害の時なんかは大きな問題になる

と思います。高齢者も含めて単身世帯が６割。
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人口で言うと３割ぐらいという数字になってい

ます。足立区についてまた資料を作っていただ

くと、より具体的になると思います。 

だから、中年のシングルの人たちを、区の中で

どう位置付けるかということも、同時に重要だ

と思います。 

（野沢委員） 

今のお話納得感がありまして。私も高等裁判

所に勤めていたので、裁判官とお話をするので

すが、裁判官には年収１，０００万とか２，０

００万を超える方がざらにいらっしゃるのです

が、やたら独身が多い。裁判所の職員もそうな

のです。私は選挙の時にマッチングアプリを訴

えようかなと思ったのですが、こういったもの

に対する抵抗感がある。もしかしたらですが、

なかなか行政とか執行機関も、高齢者とか若者

のマッチングに対して正直抵抗感があると思い

ます。ここはもしかしたら舵を切って、そうい

ったものへのアプローチも必要かなと思うので

すがいかがでしょうか。 

（岡安委員） 

宮本会長がおっしゃった、中年の独居が増え

ているというのは、そういう切り口で施策を考

えるというのは、政策経営部長もいますが、な

かなかそういう切り口で足立区も考えたことは

ないでしょうし、他区でも中年の独居が増える

ことに対しての、こういう方針を示しましたな

んていうのは聞いたことがないので、今後の新

しい福祉と言うか、そういう課題なのかなと思

っています。今いみじくも言った新しい福祉と

いう点では、２０年前、３０年前になかった例

えば虐待問題ですとか、いろいろなものが出て

きて、様々な課題になっています。人口がいつ

までも増えていくというのは、コロナ前は東京

２３区ではほとんどの区が増えていましたが、

コロナでだいぶその辺の風向きも変わり、これ

から足立区も基本構想を作った時には、かなり

右肩上がりだったのですが、だいぶ変わってい

くのではないかと思います。ピークが数年後

で、少しずつ減っていくという感じだったと思

うのですが、また改めて推定すると変わるのか

なとも思っています。日本全体が減るのですか

ら、足立区も減って当たり前だと思います。そ

の中でどれだけ活力を保っていけるかというの

は、いろいろな切り口があって難しいのだろう

なと思います。 

高齢者の課題というのは、独居高齢者も増え

ていますし、様々考えなければいけないのです

が、高齢者施策を充実するだけですと、やはり

活力というのはなかなか生まれない。昨今テレ

ビなんかで取り上げられるのは、やはり若い世

代がたくさん入ってきて、子育てしやすいまち

というので、転入してくれれば１００万円をあ

げると言うから私来ましたなんて取り上げられ

ている田舎のまちがあり、すごく活気があって

いいです、なんてお母さんのコメントが出る

と、ああいうまちがいいみたいになりますが、

これはいずれ限界があるのだろうなと思いま

す。 

私は建設関係に勤めていたのですが、昔よく

ニュータウンを作っていたんです。ニュータウ

ンを作る時に皆さん何を望むか、それは交通の

利便性もありますが、まずは買い物。学校・お

医者さん。学校は子育ての施設も含まれます

が。それと役所や交番もあるのですが、それぞ

れに足立区は全体的に不足しているものはない

ですが、一つひとつ課題もあるという中で、全

般的に充実させながら、特に何かをパシッと全

国にＰＲできるものを作っていって、何かを呼

び込むことが大事だと思います。最近よくテレ

ビで足立区が、穴場のまちなんて言われて、意

外と交通が便利なのに安いと、子育て支援も思

ったよりも充実している。昔は埼玉県足立区な

んて馬鹿にされていましたが、今はやはり東京

なので、高校３年生まで医療費も無料ですし、

東京がいいと言って、埼玉に行った人が戻って

きたりということがあります。それが先ほどの

若い世代が、２０代が増えている理由の一つで

もあるのかなと思っています。いずれにしても

難しいなと。いろいろな切り口で足立区をどう

活性化し、魅力あるまちにしていくのかという

のは、本当にこれが正解だというのはないのか

なと思っています。いろいろな議論の中で、こ

こを今後の足立区では伸ばしていければなとい

うのを皆さんの議論の中で合意できればいいな

と思っています。 
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（加藤委員） 

よく話していることなのですが、私が学生時

代、足立区には友達から大学がないじゃないか

と。デパートもないと。あまり行くこともない

し、交通も不便だし、治安が悪い。だから行か

ないとよく言われたものです。ところが、２０

１３年に文教大学ができました。六つの大学が

できました。千住にはデパートもできました

し。一万人規模の大学生が通学しています。鉄

道はどうかというと、つくばエクスプレスと舎

人ライナー。二つの新線が加わりました。まち

にはコミュニティバスが通っています。交通の

利便性が向上しました。そんなことで、今足立

のレベルアップはかなりあり、足立区は住みや

すいのではないかというアンケート・世論調査

が増えてきています。ただ、どうでしょうか。

これから人口問題。２００８年に１億２，８０

０万人がピークとなって、だんだん減少してき

ていますね。２３区も既に減少している区が出

てきていますが、足立区は、今は６９万人でし

たか。この２～３年がピークじゃないかと言わ

れています。その後減少してくるという予想が

されていますね。ですから、これからは２３区

が競って、いかにして定住してもらうか。いか

にして県外・他区から移住していただこうかと

競い合っていますね。ですから、その競い合っ

ている魅力と言うか、足立区は更に魅力を出さ

なければいけないと思います。特に今の基本計

画で評価が低いところがありますが、評価が低

いところの施策を再検討していただいてレベル

アップすることが必要だと思います。 

それから、やはり今まちの活性化には若い

方、あるいは子どもの人口を増やすことが必要

だと思いますが、今まちのいろいろな青少年の

事業をやっていましても、子どもが非常に少な

く、いろいろな事業が継続していくことが難し

い状態になってきています。というのは、子ど

もの人口はかつては１０万人。小中学校の児

童・生徒だけで１０万人を超えていましたが、

今は４万３，５００人と半数以下になっていま

す。ですから、そういった面からの若い世代。

そして、子どもの方々を増やしていただく政策

が必要だと思います。ぜひそういったことを取

り入れた基本計画を策定できればと思います。 

（渡部委員） 

いろいろなお話を聞かせていただいて、どう

いう方法かに絞るのは難しいことは重々承知の

上で、ただ方向性としてどこを目指すのかとい

うのは、ある程度決めていく必要があるのでは

ないかと感じました。例えば、人口は今この先

増えた後に減っていくのではないかという予想

も先ほど出ました。子育て世帯を増やすために

は若者の流入を増やすみたいなこともありつ

つ、やはりシングルの形も増えているという会

長のお話もありましたので、今までは人口を増

やすということも目標値としてあったと思いま

すし、出生率を上げるところも目標としてあっ

たと思います。であれば、若者の流入をもっと

増やすとか、子育て世帯の流入を増やすとか、

それこそ出生率を上げるみたいな、子育て世帯

の施策の充実を目指す方向に行くと思います。

この先それが見込めないと、これもエビデンス

が必要だと思いますし、そこは確認が必要で

す。足立区がこの先労働者層、高い税収を見込

める労働者層を増やすみたいな方向にシフトし

ていく可能性もあるのかなと感じました。人数

が増えなくても、税収が増える形を取っていく

のであれば、子育て世帯に限らず５０代のシン

グルは多分一番お金を持っている層だと思いま

すので、その意味ではそういう方々が増えるこ

とで、まちはより豊かになるのではないかとい

うことも含めて、目線としてはいろいろな形が

ありますが、税収を増やすという方向にシフト

するのであれば、いろいろな方に対してウェル

カムで取り扱いができるのではないかなと感じ

ました。 

（宮本会長） 

今の渡部委員のご発言の税収を増やすという

意味では、なにも子育て世帯に限らなくてもい

いというご発言ですが、そのあたりについてい

かがですか。 

（笠井委員） 

まさに経済というものがいろいろなものを牽

引するのではないかという話の感じでしたね。

税収だけだとその年とか、本当に短期という部

分になってくるかと思います。僕は日頃美容師
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なのですが、当然収入の高い方も低い方もお客

さんで見えていて、収入の高い方は比較的自己

的、自分のことしか考えていない方が多い。そ

して、意外と低所得者の方ほど多産であって、

苦労をしているような雰囲気があります。それ

はみんなのつながりが大事で、助け合いがすご

く大事だと、結構意見が二分化します。そうな

ってくると、税収が高い方を呼び込むとする

と、やはりその個人的な目的を達成するための

魅力ということになりますし。それがこれから

だと足かせになるのではないかと思います。税

収だけで考えていると。やはり一番は自治体が

そういう全体的に何ができるかで、それを満足

させる。要は経済的な部分でどう支えられるの

か。要は全部ではなくて、例えば集中して子育

て世代だけにそれができたら、意外と集約して

可能ではないかと思っているのですが。そこら

辺いかがでしょうか。 

（岡安委員） 

非常に大事な視点だと思います。担税力のあ

る人を増やすというのは。ご案内の通り、足立

区は非課税の方が２３区で一番多い区です。こ

れは人口から行くと、江戸川・練馬・世田ヶ

谷・大田ぐらいと比べるしかないので。その４

区の中で比べれば、やはり足立区はそうなるの

だろうなと。率で言えばまた違うかもしれませ

んが。ただ、足立区も１０年以上前でしたか、

担税力のある区民を増やすということで、いろ

いろな施策を打っているのですが、なかなか決

定打がなく、自主財源を作ろうと言って、様々

な取り組みをしてきていますが、これも限界が

あるということです。地方に行けばいわゆる企

業の法人税などが入るわけですが、東京都の場

合はそれぞれの自治体には入りません。やはり

区民、端的に言えばお金持ちの区民が来てくれ

れば、一気に税収は増えるのですが、なかなか

それも難しいということで、どういう政策を打

ってやればいいのかというのはなかなか難しい

です。やはり担税力がない人も含めて、魅力あ

るまちにするしかないのだろうなと。足立区に

引っ越してくれれば、一定の割合で担税力のあ

る人も含まれるわけですから。それでやるしか

ない。 

ただ、先ほど加藤委員がおっしゃった通り、

難しいですよね。競争になってみんなで取り合

いしてもいいのかという。うちだけが勝って、

ではあちらの区市はどんどん減ってもいいのか

という難しい問題もあるので。広域でやはりあ

る程度東京都、あるいは全国で考えてもらう必

要もあるのではないかと思います。今のところ

足立区としてまずはそうは言っても、他のこと

を考えていられないので、足立区としてしっか

りと担税力のある区民を区も考えていますが、

この分科会をこれからやりますが、そういう中

でもこういうことをやったらどうかといういい

案が出ればいいなと思っています。 

（石阪副会長） 

足立区の魅力というのは、いろいろな多様な

人がいて、そこからいろいろな新しい活力や魅

力が生まれてくるというイメージをずっと持っ

ていましたので、何となく郊外のリッチなまち

に足立区がなるというのは、何か僕としては残

念な気がします。足立区ってそうだったかな、

みたいな。それはそれで区民にとっては、結果

的に税収という形で還元されるのですが。そう

いった意味で本当にいろいろな人がいる。これ

はお金を持っている・持っていない、あるいは

国籍なんてどこでもいいし、いろいろな人がい

て、いろいろなことをして、足立区で新しい変

化が起きてくるというような、こういう魅力の

あるまちになった方が私はいいのかなと個人的

には思いました。ただ、区民としては切実なん

ですね、人口減少・税収減少というのは。これ

とどう向き合うのかというのは、それとは違っ

た形で考えていく必要がある気がします。人口

というもので選別すると、変な意味での選民思

想みたいなことで、人を選ぶことにもなるか

と。なので、そういった意味でいろいろな人が

入ってきてもらってウェルカムだという足立区

であってほしいという思いがあります。 

（野沢委員） 

いろいろな議論があるのですが、結論からす

ると区が大きなまちを目指すか、小さなまちを

目指すか、そういったことになるのだと思いま

す。担税力のある方を呼び込むという考え方に

なると、小さな区を目指すと。日本維新の会と
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いうのは小さな政府とか言っていますが、そち

らに重点的にシフトをするという考え方になる

と思います。ただ、一方で足立区に関しては、

高齢者の方が多い。低所得者が多いということ

を考えると、やはり小さなまちを目指すのは適

切ではない。いろいろな方がいて、いろいろな

方のために施策が打てる、そういった区を目指

すべきかと思います。ですので、大きな区を目

指すべきだと思います。ただ、一方で足立区が

魅力あるまちとしてアピールしていくためには

どうしたらいいのかなのですが、先ほどぬかが

委員がおっしゃったように、ポピュレーション

アプローチということで、兵庫県明石市とか実

際におむつとかミルクのお届け事業をやってい

ます。１か月あたり３，０００円分のおむつと

かミルク、ベビー用品を配付するのですが、そ

ういったことをやられている事業に対して、足

立区は上乗せをして、ナンバーワンを目指す。

予算の許す範囲で他市町村よりも上乗せして施

策を打っていく。そういったことでいろいろな

マスコミとか、そういったものにアピールして

いくという考え方もあると思います。 

例えば、今回の現行計画の総括評価でＡＢＣ

ＤＥとあるのですが、目標を大幅に上回るＳラ

ンクをどんどん増やすことによって、足立区を

もっと良くするという考え方もあると思いま

す。 

（小栁委員） 

今までは皆さん人口を増やすとか、若者の比

率を増やすとか、あとは税収を増やすというの

で、どうやって今後尻すぼみにならないように

回していくかという話であったと思います。少

し話は変わりますが、もちろん生きていくこと

そのものが大事だと思うのですが、単に生まれ

て生きていって死んでいくというライフサイク

ルの中で、単に生きていればいいわけではなく

て、楽しんで生きていけるというウェルネスの

部分というのがかなり大事だと思っています。

単に生きてさえいればいいというものではない

と、皆さんがいかに楽しく生涯を全うできるか

という部分で、足立区はそういうウェルネスの

プラットフォームとして、どのように豊かにな

っていくかという部分を皆さんで議論していた

だけるともう少し楽しい議論になる気がしま

す。 

（加藤委員） 

足立区の場合、世帯数が２３区で１番です

ね。率にすると台東区が１番で足立区は２番で

す。そんなことで、だから犯罪が多くなるのだ

という問題をやったことがあります。確かにワ

ーストワンだったんですね、２３区中で。しか

し、ビューティフル・ウィンドウズ運動をやっ

た効果で、上位から１９位になったんです。去

年は少し下がったのですか。でも犯罪の件数も

努力次第で下げられるわけですね。ですから、

そういった政策によっていろいろ変わってくる

と思います。世田谷区並にする話がありました

ね。所得の多い方を増やすのだと。足立区もや

ったことがあるのですが、やはりそれは、魅力

あるまちづくりをすればそういった方も増えて

くるのではないかと思います。いかにして魅力

ある、またレベルアップのまちを作っていくこ

とが大切じゃないかと思います。 

（ぬかが委員） 

やはり多様性を大事にできる足立区というの

をどう突き出せるかが大事だなと思います。み

んなが生きやすい。みんなが気持ち良く過ごせ

る。そういう足立区、だからおいでよと言える

ような足立区にしたいです。先日花火大会が東

京近辺で最初にやったので、テレビで大きく報

道されましたよね。マスコミは粗を見つけてご

みがこうだとかやりたいのだけど、それに対し

て区の担当者が、皆さんは本当にマナー良くや

っていただきましてって繰り返しテレビで言っ

たんです。それ私、すごく印象的で、つまり、

ビューティフル・ウィンドウズと同じで、マイ

ナス面はあるけど、プラス面を突き出して、そ

れでマナーを守っていい花火大会になりました

って担当者が言うわけです。そうすると、小さ

なごみの部分ではなくて、全体でみんなが楽し

めたよというのが印象として、全国にもＰＲで

きた。同じようにマイナス面はあるし、それを

補う要素はあるけれども、プラス面をどうＰＲ

するか、アピールするかということも大事かな

と。そういう中で切り口として、多様性や、花

火なんかでも他では有料じゃないと見れない花
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火とか話題になりましたよね。でも足立は無料

で誰もが、もちろん有料席はあるけれど、無料

でも誰でも楽しめる。そこに足立の良さがある

というのを思いました。 

（宮本会長） 

ありがとうございます。第１回目にもかかわ

らず、様々な意見が出て大変楽しい議論になっ

た感じがします。来週から分科会で人数が限定

されますので、より遠慮のない意見交換ができ

るし、分科会の回数の方が多いので、そこでし

っかりいろいろな意見を出し合うことで、何か

出てくるのではないかというふうに期待すると

ころです。では本日はここまでということで、

あとは事務局にお返しします。 

 

９ 事務連絡 

（伊東基本計画担当課長） 

本日はありがとうございました。１回目から

多くのご意見をいただきありがとうございま

す。これからどのように整理をしていくかとい

うのは悩ましい部分もありますが、引き続き分

科会でも議論を重ねて、より良い計画を作って

区政に生かしていきたいと思います。 

今、会長からもお話がありました通り、くら

し・まち分科会については９月７日、午前１０

時から。ひと・行財政分科会については、９月

８日、午前１０時からの開催を予定しておりま

す。詳しい開催場所については、本日お配りし

た資料１に記載がございますのでご確認くださ

い。本日いただいた意見をまとめた上で、各分

野においてより深い議論を、どうあるべきかい

うところもご議論をいただければと考えていま

すので、当日整理されたものを配付させていた

だきます。 

また、全員が揃う次回全体会は、こちら令和

６年の１月の１６日、午後１時からの開催を予

定しております。場所は本日と同じ特別会議室

ですので、よろしくお願いいたします。それで

はお忘れ物のないよう、またお車でお越しの方

は職員が駐車券をお渡ししますので、お声掛け

いただければと思います。本日はありがとうご

ざいました。 

 


